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　　�　次の各問いに答えなさい。

問１�　細胞膜をはじめとして細胞内の多くの構造は生体膜からなる。生体膜に関する記述として最
も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 １

①　リン脂質の分子は生体膜中で固定され，動くことはない。
②　構成分子が親水性の部分を互いに内側に向け，二重に並んだ構造をしている。
③　リボソームとリソソームは，ともに生体膜からなる構造である。
④　細胞膜を通過する水のほとんどは，タンパク質の部分を通る。

１
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問３�　真核細胞の生命活動に必要なＡＴＰは呼吸によって獲得されることが多く，呼吸にはミトコ
ンドリアが深く関係している。呼吸の過程のうち，クエン酸回路と電子伝達系が進行している
細胞内の場所の組合せとして最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。

３

	 クエン酸回路	 電子伝達系
①	 ストロマ	 チラコイド膜
②	 チラコイド膜	 ストロマ
③	 マトリックス	 内膜
④	 内膜	 マトリックス

問４�　ある C3 植物を乾燥条件においたところ，光合成速度が急速に低下した。一方，同様の乾燥
条件においた C4 植物の場合には，C3 植物ほどの顕著な光合成速度の低下はみられなかった。
乾燥条件下のC3 植物において，直接進行が抑制された光合成の過程として最も適当なものを，
次の①～④のうちから一つ選びなさい。 ４

①　光化学系Ⅱ
②　電子伝達系
③　光化学系Ⅰ
④　カルビン・ベンソン回路
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問７�　ある被子植物では，花色の決定にはたらく遺伝子Ｂ（ｂ）と花粉の形状の決定にはたらく遺
伝子Ｌ（ｌ）が同一の染色体上に存在する。紫花・長花粉系統のＢＢＬＬの個体と赤花・円花
粉系統のｂｂｌｌの個体を交配したところ，F1（雑種第一代）は，すべて紫花・長花粉の表現
型を示した。遺伝子Ｂ（ｂ）と遺伝子Ｌ（ｌ）の間の組換え価が 20％である場合，F1 を赤花・
円花粉系統のｂｂｌｌの個体と交配した場合，次代はどのような表現型の分離比となると考え
られるか。最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。 ７

①　（紫花・長花粉）：（紫花・円花粉）：（赤花・長花粉）：（赤花・円花粉）
　＝１：１：１：１
②　（紫花・長花粉）：（紫花・円花粉）：（赤花・長花粉）：（赤花・円花粉）
　＝４：１：１：４
③　（紫花・長花粉）：（紫花・円花粉）：（赤花・長花粉）：（赤花・円花粉）
　＝８：１：１：８
④　（紫花・長花粉）：（紫花・円花粉）：（赤花・長花粉）：（赤花・円花粉）
　＝９：３：３：１

問８�　ニューロン（神経細胞）と筋繊維の細胞膜では，類似するしくみによって膜電位が形成され
る。この膜電位が変化することで，興奮が伝導されたり筋収縮が引き起こされたりする。ニュー
ロンや筋繊維の膜電位の発生に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちから一
つ選びなさい。 ８

①　静止電位は，カリウムイオンが受動輸送されることで発生する。
②　活動電位の発生には，ナトリウムイオンの輸送は関係していない。
③　脱分極（膜電位の上昇）は，カリウムイオンの細胞内への流入によって起こる。
④　再分極（膜電位の下降）は，ナトリウムイオンの細胞外への流出によって起こる。
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問10�　生態系における物質生産は，生産者の行う光合成の物質収支と関係が深い。総生産量とは，
生産者が行う光合成速度に相当する。純生産量とは，その光合成速度から生産者自身が行う呼
吸速度を差し引いた，見かけの光合成速度に相当する。また，消費者は，生産者を摂食し，不
消化排出物を除いた量を同化し，その一部を自身の行う呼吸に利用する。生産者の純生産量や
消費者の同化量を示す関係式として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選びなさい。

10

①　生産者の純生産量＝総生産量＋呼吸量
②　生産者の純生産量＝総生産量－呼吸量
③　消費者の同化量＝摂食量＋不消化排出量
④　消費者の同化量＝摂食量－呼吸量



一般選抜（前期日程）生物　解答

問題番号 解答

1 ④

2 ①

3 ③

4 ④

5 ③

6 ③

7 ②

8 ①

9 ①

10 ②


